
ブラッドフォード法(総タンパク質含量) 
 
1．検量線の作成 
(1) 標準試薬(2mg/mL BSA)を終濃度 0μg/mL、10μg/mL、25μg/mL、50μg/mL、100
μg/mL、200μg/mLになるように蒸留水で希釈する。 
(2) それぞれにブラッドフォード試薬を加えて 5分間静置する。 
(3) 光路長 1cmのセルを用いて波長 595nmにおける吸光度を測定する。 
(4) 吸光度を横軸に、総タンパク質含量を縦軸にとって一次回帰直線を作成する。このとき、
相関係数(R2)は 0.9以上であることが望ましい。 
 
2．試料の総タンパク質含量の測定 
(1) 有機物用サンプルを 400μL取り、ブラッドフォード試薬 1mLを加えて 5分間静置す
る。 
(2) 光路長 1cmのセルを用いて波長 595nmにおける吸光度を測定する。 
(3) 得られた吸光度を、作成した検量線に代入して総タンパク質含量を算出する。 
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